










 

目的 

 近年,筋ジストロフィー症動物において,カテコールアミン代謝異常が注目さ

れている 1). 

 一方,これとは独立に,我々は筋ジストロフィー症の発症機序に,呉・冲中以来

の自律神経因子の関与を想定して,雄性家兎の視床下部の電気刺激を行った. 

その結果,b交感帯の電気刺激時にのみ,血清CPK,Aldolase,LDH活性値の上昇

を認め,lsozyme 分析により,これら酵素が骨格筋より漏出して来たものである

ことを明らかにした.また,C 副交感帯の電気刺激では,これら筋漿酵素の血中

への漏出は認められないことを報告した 2). 


